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小
右
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月
の
実
資
左
大
将
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任
回
避
の
背
景
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記
述滝

　
　
沢
　
　
優
　
　
子

度
か
左
大
将
に
還
る
か
と
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
彼
は
と
ど
ま
り
、

は
じ
め
に

　
長
和
四
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
の
三
日
間
、
大
納
言
の
地
位
に
あ
っ
た
『
小

右
記
』
の
記
主
藤
原
実
資
は
、
右
大
将
か
ら
左
大
将
へ
の
転
任
を
持
ち
か
け
ら

れ
る
。
内
大
臣
公
季
が
先
立
つ
十
月
十
一
日
、
左
大
将
辞
任
の
意
を
示
し
た
事

に
よ
る
。
時
の
権
力
者
・
道
長
か
ら
誘
い
を
う
け
た
も
の
の
、
実
資
は
こ
れ
を

断
る
。
昇
進
に
絡
む
類
似
し
た
件
と
し
て
、
寛
仁
三
年
か
ら
五
年
に
か
け
て
の

右
大
臣
任
官
を
め
ぐ
る
記
述
は
、
「
『
小
右
記
』
に
見
え
る
大
臣
閥
員
騒
珈
」
と

し
て
、
倉
本
一
宏
氏
が
訳
し
、
評
を
加
え
ら
れ
て
い
る
。
が
、
こ
ち
ら
の
長
和

四
年
の
左
大
将
転
任
騒
動
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
実
資
が
右
大
将
に
留
ま
っ
て
い

る
の
で
、
歴
史
研
究
の
視
点
か
ら
は
史
料
的
な
価
値
は
見
い
だ
さ
れ
ず
、
大
津

透
氏
が
概
説
糾
の
中
で
以
下
の
よ
う
な
寸
評
を
下
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。

「
そ
れ
に
し
て
も
実
資
は
な
ぜ
四
十
二
年
も
右
大
将
を
務
め
た
の
だ
ろ
う
。
何

　
　
　
　
　
『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

左
大
将
を
若
い
教
通
に
譲
っ
て
い
て
、
遠
慮
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
竹
」
と
。

し
か
し
、
長
和
四
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
除
目
当
日
の
二
十
八
日
迄
の
三
日
間

の
記
事
に
は
、
並
々
な
ら
ぬ
緊
張
が
脹
り
、
執
拗
な
ま
で
に
近
似
し
た
表
現
を

以
て
記
述
し
て
い
る
。
果
た
し
て
、
実
資
が
右
大
将
に
留
ま
っ
た
の
は
、
単
な

る
遠
慮
で
あ
っ
た
の
か
。

　
漢
文
日
記
を
単
な
る
記
録
と
し
て
で
は
な
く
、
記
主
の
生
活
の
な
か
で
生
じ

た
心
情
や
主
張
の
集
積
と
し
て
読
む
と
き
、
全
く
別
の
事
情
が
見
え
て
く
る
。

何
故
実
資
が
昇
進
で
あ
る
左
大
将
転
任
を
拒
否
し
た
の
か
。
又
、
何
故
そ
の
経

緯
を
詳
述
し
、
ど
の
よ
う
に
書
き
付
け
て
い
る
の
か
、
以
下
検
討
を
加
え
て
い

き
た
い
。

二
五



『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

一

　
長
和
四
十
月
当
時
、
実
資
は
五
十
九
歳
。
道
長
の
圧
力
に
よ
っ
て
三
条
帝
が

退
位
す
る
ま
で
、
あ
と
四
ヶ
月
と
迫
っ
た
時
期
で
あ
る
。
三
日
後
に
除
目
を
控

え
た
二
十
六
日
、
実
資
へ
道
長
か
ら
左
大
将
転
任
の
打
診
が
為
さ
れ
た
。
こ
れ

は
、
二
週
間
程
前
に
内
大
臣
公
季
が
帯
び
て
い
た
左
大
将
職
を
辞
す
意
志
を
上

奏
し
た
こ
と
に
端
を
発
す
る
。
『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
十
一
日
条
に
よ
れ

ば
、

　
　
早
旦
資
平
来
云
、
昨
日
主
上
被
仰
云
、
左
大
臣
云
、
内
大
臣
辞
大
将
、
以

　
　
子
左
兵
衛
督
実
成
任
中
納
言
事
、
内
々
有
懇
切
語
、
然
者
以
権
大
納
言
頼

　
　
通
可
被
任
大
将
、
以
左
中
将
能
信
可
被
任
参
議
之
由
、
懇
奏
者
、
已
有
可

　
　
許
気
、
但
此
事
更
不
可
令
出
口
外
者
、
今
見
世
間
形
勢
、
万
事
惣
帰
於
一

　
　
家
、
向
後
事
弥
千
倍
欺
、
四
非
常
備
仏
説
如
虚
、

と
あ
り
、
公
季
が
白
分
か
左
大
将
を
辞
め
る
代
わ
り
に
、
息
子
の
左
兵
衛
督
実

成
を
中
廸
言
に
し
て
欲
し
い
と
い
う
、
取
引
的
側
面
を
持
つ
辞
任
で
あ
っ
た
。

こ
れ
を
聞
き
及
ん
だ
道
長
は
、
中
将
能
信
の
任
参
議
と
併
せ
、
公
季
の
辞
任
に

よ
っ
て
生
じ
た
大
将
職
の
空
席
に
自
身
の
長
男
で
あ
る
権
大
納
言
頼
通
を
推
し

た
。
但
し
、
右
大
将
の
実
資
を
左
大
将
に
転
任
さ
せ
た
上
で
、
頼
通
を
右
大
将

に
据
え
る
の
か
、
或
い
は
、
実
資
を
超
え
て
頼
通
を
左
大
将
に
押
し
込
む
の
か
、

未
だ
道
長
の
意
図
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
抑
、
事
の
底
流
に
は
左
大
臣
道
長
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六

三
条
帝
と
の
険
悪
な
関
係
が
あ
り
、
六
日
前
の
十
月
五
日
に
亮
し
か
中
納
言
時

光
の
閥
を
巡
っ
て
も
、
補
充
の
必
要
無
し
と
す
る
三
条
帝
と
、
欠
員
補
充
を
求

め
る
道
長
と
の
間
で
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
あ
他
。
し
か
も
、
こ
の

時
の
道
長
の
「
閥
あ
ら
ば
閥
と
謂
ふ
べ
し
」
と
い
う
喧
嘩
腰
の
賛
言
を
見
た
だ

け
で
も
、
随
分
激
し
い
応
酬
が
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
の
為
も
あ
っ
て
か
、

左
大
将
職
が
空
い
た
こ
と
に
つ
い
て
実
資
は
、
道
長
の
「
懇
奏
」
と
、
そ
れ
を

三
条
帝
が
許
可
し
そ
う
な
気
配
で
あ
る
こ
と
に
、
よ
り
・
強
い
驚
き
を
感
じ
て
い

る
。
仮
に
頼
通
が
自
分
を
越
え
て
左
大
将
に
任
じ
ら
れ
る
可
能
性
を
実
資
が
認

識
し
て
い
た
と
し
て
も
、
「
今
見
世
間
形
勢
、
万
事
惣
帰
於
一
家
、
向
後
事
弥

千
倍
欺
」
と
い
う
文
言
か
ら
は
、
諦
念
が
漂
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
さ
て
、
大
将
職
の
一
件
が
実
資
自
身
の
問
題
と
な
っ
た
の
は
十
月
二
十
六
日

の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
秉
燭
後
資
平
来
云
、
（
略
）
又
左
衛
門
督
教
通
云
、
相
府
宣
云
、
大
将
事

　
　
明
日
云
合
下
官
、
可
左
右
者
、
侍
従
中
柏
亘
円
以
権
大
納
言
頼
通
有
可

　
　
任
左
将
軍
之
気
色
、
縦
雖
有
被
命
、
可
申
不
可
遷
任
之
由
、
更
入
無
左
本

　
　
意
、
余
転
左
者
、
資
平
遷
右
欺
、
為
吾
左
右
間
亦
如
同
、
為
資
平
可
無
便

　
　
之
事
也
、
昇
進
事
可
任
天
運
者
也
、

　
暮
れ
方
、
資
平
が
報
告
す
る
中
に
左
衛
門
督
教
通
か
ら
受
け
た
道
長
か
ら
の

伝
言
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
実
資
と
大
将
職
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
（
資
平
が
聞
い
た
）
侍
従
中
納
言
行
成
が
言
う
に
は
、
道
長
は
権
大



納
言
頼
通
を
左
大
将
に
任
じ
た
が
っ
て
い
る
ら
し
い
。
も
し
誘
い
が
あ
っ
て
も
、
　
ま
ず
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

遷
任
は
言
い
出
さ
ず
、
左
大
将
に
は
固
執
し
な
い
旨
を
申
し
入
れ
よ
う
。
も
し

自
分
か
左
大
将
に
転
任
す
れ
ば
、
養
子
の
資
平
（
左
近
衛
権
中
将
と
蔵
人
頭
を

兼
任
）
を
右
近
衛
に
遷
す
つ
も
り
だ
ろ
う
か
ら
。
自
分
に
は
左
大
将
で
も
右
大

将
で
も
同
じ
こ
と
だ
が
、
資
平
に
と
っ
て
は
右
中
将
に
遷
任
さ
れ
る
こ
と
は
不

都
合
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。
昇
進
の
こ
と
は
天
運
に
任
せ
る
こ
と
だ
が
。

　
蔵
人
頭
と
し
て
朝
堂
に
あ
っ
た
養
子
の
資
平
か
ら
、
教
通
経
由
で
道
長
が
左

大
将
職
の
補
任
の
方
法
に
つ
い
て
実
資
と
意
見
交
換
を
し
た
が
っ
て
い
る
と
聞

く
。
し
か
し
、
同
じ
く
資
平
か
ら
嗇
さ
れ
た
行
聡
談
「
権
大
廸
言
頼
通
を
以
て

左
将
軍
に
任
ず
べ
き
の
気
色
あ
り
」
な
る
情
報
と
併
せ
て
、
左
大
将
へ
の
転
任

は
、
た
と
え
命
令
が
あ
っ
て
も
辞
退
し
よ
う
と
決
意
す
る
の
で
あ
る
。
何
故
な

ら
ば
、
自
分
か
左
大
将
に
転
任
す
れ
ば
、
そ
の
代
償
と
し
て
養
子
の
資
平
を
現

在
の
左
中
将
か
ら
右
中
将
へ
遷
す
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
文
意
を
取
る
こ
と
の
難
解
な
文
章
で
は
な
い
が
、
こ
の
時
点
で
既
に
実
資
が

左
大
将
転
任
を
回
避
す
る
方
針
を
固
め
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
し
か
も
、

道
長
に
息
頼
通
を
左
大
将
に
据
え
る
意
向
を
受
け
て
の
断
念
で
は
な
く
、
む
し

ろ
自
身
が
左
大
将
転
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
可
能
性
を
仮
定
し
、
こ
れ
を
避
け
よ
う

と
す
る
の
で
あ
る
。
昇
進
で
あ
る
は
ず
の
転
任
を
拒
む
理
由
と
し
て
、
養
子
の

一

一

　
手
掛
か
り
と
し
て
「
傍
親
忌
」
な
る
慣
習
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
語
は
辞
典

類
に
は
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、
『
小
右
記
』
長
和
五
年
正
月
十
二
日
条
に
書
か

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
右
近
中
将
兼
隆
辞
退
、
以
左
中
将
能
信
任
右
中
将
、
左
大
将
頼
通
者
兄
也
、

　
　
掲
初
遷
右
、
有
傍
親
忌
也
、
兼
綱
任
左
中
将
、
（
蔵
人
頭
）
、
兼
隆
譲
、

　
　
（
中
将
兄
）
、

　
語
と
し
て
の
成
熟
度
、
通
用
度
は
定
か
で
は
な
い
が
、
父
子
兄
弟
が
同
じ
官

省
や
衛
府
に
並
ぶ
こ
と
を
避
け
娠
慣
例
を
指
す
よ
う
で
、
一
世
紀
を
下
っ
た
藤

原
定
劾
も
『
藤
原
定
家
自
筆
申
有
』
に
そ
の
語
は
用
い
て
は
い
な
い
が
、
兄
が

中
将
で
あ
る
事
を
理
由
に
少
将
か
ら
の
昇
進
を
阻
ま
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
長

和
以
前
で
は
永
祚
元
年
七
月
十
三
日
、
内
大
臣
藤
原
道
隆
が
左
大
将
に
任
じ
ら

れ
た
時
、
息
子
の
伊
周
が
左
少
将
（
永
延
元
年
九
月
四
日
任
）
か
ら
右
少
将
に

遷
さ
れ
て
い
る
例
を
、
『
小
右
記
』
は
、
特
定
の
語
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
た

だ　
　
右
少
将
伊
周
、
「
元
左
近
少
将
、
依
大
将
忌
所
任
也
」

「
遷
右
」
を
挙
げ
て
い
る
が
、
何
故
、
右
大
将
の
実
資
が
左
大
将
に
転
任
す
る
　
　
と
書
い
て
い
る
。

と
、
そ
の
養
子
の
資
平
が
右
中
将
に
遷
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
、
と
い
う
点
を

　
　
　
　
　
『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

但
し
、
実
資
の
謂
う
と
こ
ろ
の
「
傍
親
忌
」
は
あ
く
ま
で
慣
例
で
あ
り
、
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



　
　
　
　
　
『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

文
化
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
け
に
、
そ
の
運
用
に
あ
た
っ
て
ば
相
当
融
通
が

利
い
た
も
の
と
見
え
、
先
に
挙
げ
た
『
藤
原
定
家
申
文
』
の
中
で
定
家
は
四
組

以
上
の
兄
弟
が
同
じ
衛
府
に
並
ん
だ
先
例
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
不
文
律
故
の

適
用
の
恣
意
性
も
実
資
の
頃
か
ら
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
点
な
の
だ
ろ
う
。
長

和
元
年
七
月
二
十
一
日
条
、
及
び
翌
二
年
正
月
十
八
日
条
に
そ
れ
が
伺
え
る
。

　
　
・
晩
景
資
平
自
内
退
出
云
、
右
衛
門
乳
母
云
、
（
略
）
左
大
弁
可
望
播
磨

　
　
云
々
、
尚
書
昇
進
次
第
懇
望
云
々
、
資
平
事
欲
令
啓
皇
太
后
宮
、
是
可
達

　
　
左
相
国
之
料
也
、
明
日
可
参
会
大
内
之
由
、
示
送
左
宰
相
中
将
、
而
今
夕

　
　
来
向
、
相
示
資
平
雑
事
、
令
啓
皇
太
后
宮
、
従
宮
可
被
申
相
府
、
但
如
此

　
　
之
案
内
、
便
可
申
相
府
之
由
相
談
了
、
（
略
）

　
　
権
左
中
弁
経
通
者
資
平
兄
也
、
至
今
資
平
為
下
官
子
、
掲
可
為
従
兄
弟
之

　
　
故
、
所
令
申
也
、
斉
信
・
道
信
是
兄
弟
也
、
而
道
信
入
大
入
道
殿
戸
、
掲

　
　
斉
信
・
道
信
共
居
左
近
中
将
、
近
有
其
例
、
（
長
和
元
年
七
月
二
十
一
日

　
　
条
）

　
　
・
早
朝
参
中
宮
、
謁
左
相
国
、
申
資
平
事
、
去
年
相
国
談
、
或
人
云
、
資

　
　
平
者
不
可
望
尚
書
井
右
親
衛
云
々
、
尚
書
者
兄
居
其
官
、
親
衛
又
予
同
官

　
　
之
故
也
者
、
資
平
已
為
養
子
、
掲
不
可
望
右
近
中
将
、
至
于
尚
書
可
無
其

　
　
忌
、
左
中
弁
経
通
与
資
平
、
是
雖
云
兄
弟
、
資
平
已
為
予
子
、
不
可
謂
兄

　
　
弟
、
其
由
具
以
申
了
、
随
又
被
諾
、
（
長
和
二
年
正
月
十
八
日
条
）

　
長
和
元
年
七
月
当
時
従
四
位
以
下
、
侍
従
で
あ
っ
た
資
平
が
右
少
弁
へ
の
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
八

官
を
望
ん
だ
折
り
の
こ
と
で
あ
る
が
、
周
囲
か
ら
の
批
判
を
予
想
し
た
の
か
、

道
長
室
明
子
の
弟
で
資
平
の
実
妹
の
夫
に
当
た
る
左
宰
相
中
将
源
社
房
か
ら
皇

太
后
宮
彰
子
へ
、
自
身
の
解
釈
を
添
え
て
希
望
を
伝
え
さ
せ
て
い
る
。
即
ち
、

斉
信
・
道
信
兄
弟
が
共
に
左
近
衛
中
将
に
あ
っ
た
如
く
、
兄
弟
の
う
ち
の
丁
人

が
養
子
に
出
て
い
る
の
で
従
兄
弟
と
し
て
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
実
兄
と
の
並
官

は
問
題
は
無
い
が
、
養
父
と
自
分
と
の
並
官
と
な
る
右
近
衛
少
将
は
「
忌
」
に

な
る
と
い
う
の
が
、
実
資
の
見
解
で
あ
っ
た
。
勿
論
こ
れ
は
「
令
啓
皇
太
后
宮
、

従
宮
可
被
申
相
府
、
但
如
此
之
案
内
、
便
可
申
相
府
之
由
相
談
了
」
と
書
い
て

い
る
か
ら
、
皇
太
后
宮
彰
子
か
ら
左
相
府
道
長
に
伝
わ
る
こ
と
を
見
越
し
て
の

根
回
し
で
あ
り
、
い
ず
れ
道
長
本
人
と
の
折
衝
の
際
に
用
い
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
論
法
の
有
効
性
を
試
す
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
翌
二
年
正
月
十

八
日
、
い
よ
い
よ
道
長
と
の
直
接
交
渉
の
場
で
持
論
を
述
べ
る
こ
と
と
な
る
。

実
資
も
「
其
の
由
具
さ
に
以
て
申
し
了
ん
ぬ
」
と
書
き
、
し
つ
こ
さ
は
白
覚
し

て
い
る
。
根
負
け
す
る
形
で
「
随
ひ
て
又
諾
せ
ら
る
」
、
と
も
か
く
も
「
う
ん
」

と
道
長
に
言
わ
せ
る
こ
と
は
出
来
た
。
し
か
し
、
道
長
が
本
心
か
ら
納
得
し
て

い
た
筈
も
な
く
、
半
月
後
の
二
月
三
日
、
争
点
の
対
象
で
も
あ
る
左
中
弁
経
通

（
資
平
実
兄
）
に
道
長
の
解
釈
が
語
ら
れ
る
。
道
長
は
血
縁
を
重
視
し
「
資
平

尚
書
事
難
事
有
三
、
〔
一
位
階
違
濫
、
二
兄
弟
居
弁
、
ご
座
受
領
者
〕
」
と
、
位

階
の
こ
と
、
前
年
十
月
に
資
平
が
道
長
の
反
対
に
も
拘
わ
ら
ず
得
た
丹
波
介
の

似
の
こ
と
を
持
ち
出
し
て
、
実
資
の
主
張
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も



「
而
大
将
只
今
無
已
之
人
也
、
所
申
難
捨
者
」
大
将
（
実
資
）
の
よ
う
な
得
難

い
人
の
言
う
こ
と
を
無
下
に
却
下
は
出
来
な
い
ね
、
な
ど
の
言
葉
も
添
え
ら
れ

て
い
た
し
、
道
長
の
反
対
は
実
資
の
想
定
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
実

資
は
ま
だ
持
論
の
通
る
余
地
も
残
っ
て
い
る
か
に
見
え
た
。
結
果
的
に
は
資
平

は
長
和
二
年
十
月
二
十
三
日
、
左
近
衛
権
中
将
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
実

資
の
「
傍
親
忌
」
の
解
釈
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
長

和
二
年
冬
期
の
『
小
右
記
』
は
欠
け
て
い
る
の
で
、
実
資
が
ど
の
よ
う
な
感
想

を
持
っ
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
が
道
長
側
か
ら
の
提
案
で
あ
っ
た

も
の
か
、
実
資
側
か
ら
の
対
案
で
あ
っ
た
も
の
か
は
知
る
術
は
無
い
。
然
し
乍

ら
長
和
五
年
正
月
十
二
日
条
と
併
せ
て
見
る
と
、
養
父
で
あ
る
実
資
が
大
将
を

務
め
る
右
近
衛
府
は
「
忌
」
で
あ
る
が
、
左
近
衛
府
な
ら
ば
問
題
は
「
忌
」
に

当
た
ら
な
い
と
い
う
解
釈
に
よ
っ
て
人
事
が
決
定
し
た
蓋
然
性
は
指
摘
で
き
る

だ
ろ
う
。
以
上
の
記
事
か
ら
垣
間
見
え
た
「
傍
親
忌
」
な
る
慣
習
を
踏
ま
え
て

漸
く
、
長
和
四
年
十
月
二
十
六
日
条
「
余
転
左
者
、
資
平
遷
右
欺
」
と
、
実
資

が
推
察
し
た
理
由
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

一

一

＿ 　 －

　
で
は
、
実
資
が
左
大
将
に
転
任
し
、
資
平
が
右
中
将
に
遷
る
こ
と
に
ど
の
よ

う
な
「
無
便
事
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
理
由
の
第
一
に
は
来
年
早
々
に

迫
っ
た
三
条
天
皇
の
退
位
に
伴
う
、
蔵
人
所
の
人
事
改
編
が
挙
げ
ら
れ
る
。
来

　
　
　
　
　
『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

宮
が
践
祚
さ
れ
れ
ば
、
東
宮
亮
の
二
名
が
蔵
人
頭
に
登
用
さ
れ
る
こ
と
が
こ
の

頃
の
慣
習
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
旧
帝
の
蔵
人
頭
は
そ
の
多
く
が
参
議
と
し
て
公

卿
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
て
い
る
。
よ
っ
て
資
平
も
通
常
で
あ
れ
ば
参
議

昇
進
は
堅
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
だ
が
、
三
条
天
皇
と
道
長
の
確
執
、
そ
こ

に　へ
小　の

野
宮
家
が
巻
き
込
ま
れ
、
特
に
資
平
の
蔵
人
頭
任
官
及
び
参
議
昇
進
が
再
三
道

長
に
妨
害
さ
れ
る
な
ど
、
人
事
を
巡
る
攻
防
に
つ
い
て
は
諸
論
で
既
に
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
飴
。
前
段
で
見
た
「
傍
親
忌
」
も
そ
こ
か
ら
生
じ
た
不
協
和
音
の

一
種
で
あ
り
、
三
条
天
皇
の
恩
顧
を
受
け
る
小
野
宮
家
の
一
員
で
あ
る
資
平
の

前
途
は
多
難
で
あ
っ
た
。
翌
二
十
七
日
、
直
接
会
談
し
た
道
長
か
ら
も
実
資
が

推
察
し
た
通
り
の
条
件
が
提
示
さ
れ
る
。

　
　
今
日
京
官
除
目
、
而
無
外
記
告
、
未
剋
許
参
内
、
使
座
寂
寞
、
諸
卿
在
左

　
　
相
府
直
廬
、
（
飛
香
舎
）
掲
参
入
、
左
大
将
辞
退
云
々
、
昨
日
左
衛
門
督

　
　
教
通
語
資
平
云
、
明
日
相
逢
右
大
将
可
二
疋
之
由
、
左
府
被
命
者
、
左
金

　
　
吾
在
相
府
直
廬
、
問
案
内
答
云
、
昨
日
権
大
納
言
所
伝
談
者
、
少
時
金
吾

　
　
伝
相
府
命
云
、
只
今
相
逢
者
、
即
奉
謁
、
命
云
、
左
将
軍
一
昨
談
可
辞
将

　
　
軍
事
、
今
日
被
参
入
欺
、
可
聞
一
定
、
転
左
之
事
如
何
、
道
理
可
然
、
如

　
　
何
者
、
余
云
、
左
右
可
在
御
心
、
命
云
、
転
任
尤
理
、
但
資
平
遷
右
、
為

　
　
彼
無
便
乎
、
其
闘
多
事
、
見
気
色
以
権
大
物
一
回
似
可
任
左
、
申
云
、
左
右

　
　
只
同
、
至
ム
必
不
欲
転
任
、
命
云
、
為
下
官
只
同
様
事
也
、
今
日
有
所
被

　
　
申
欺
、
随
其
案
内
、
又
々
可
相
示
者
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

　
今
日
は
京
官
の
除
目
で
あ
る
。
外
記
が
い
な
い
と
い
う
の
で
、
昼
過
ぎ
に
参

内
し
た
が
、
使
座
に
人
の
気
配
は
無
か
っ
た
。
諸
卿
は
左
相
府
の
直
廬
（
飛
香

舎
）
に
集
ま
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
直
廬
に
参
入
し
、
左
大
将
辞
退
を
伝
え
よ
う

と
し
た
。
昨
日
左
衛
門
督
教
通
が
資
平
に
「
明
日
、
直
接
会
っ
て
（
大
将
の
事

を
）
決
め
よ
う
と
、
左
府
が
言
っ
て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
教
通

は
道
長
の
直
廬
に
い
た
の
で
、
案
内
を
問
う
と
、
し
ば
ら
く
し
て
教
通
が
道
長

の
言
葉
を
取
り
次
い
で
「
今
か
ら
会
お
う
」
と
伝
え
て
来
た
。
す
ぐ
に
道
長
に

会
う
と
、
「
左
大
将
公
季
が
先
日
大
将
職
を
辞
し
た
い
と
言
っ
て
来
た
こ
と
で
、

今
日
は
参
入
さ
れ
た
の
か
。
左
大
将
に
転
任
す
る
気
が
あ
る
の
か
、
意
見
が
聞

き
た
い
。
右
大
将
の
あ
な
た
が
左
大
将
に
転
任
す
る
の
が
順
当
で
あ
る
が
、
ど

う
か
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
「
ど
う
さ
れ
る
の
か
は
、
決
め
て
い
ら
っ
し
や
る
の

で
し
ょ
う
」
と
答
え
る
と
、
「
あ
な
た
の
左
大
将
へ
の
転
任
が
妥
当
な
の
だ
が
、

そ
う
す
る
と
あ
な
た
の
養
子
の
資
平
を
右
近
衛
府
に
格
下
げ
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
か
ら
、
彼
に
は
気
の
毒
な
こ
と
に
な
る
ね
」
な
ど
、
色
々
な
こ
と
を
言
う
。

そ
の
様
子
を
見
る
と
権
大
廸
言
頼
通
を
左
大
将
に
任
じ
た
い
ら
し
い
。
「
左
大

将
で
も
右
大
将
で
も
同
じ
こ
と
で
す
か
ら
、
何
と
し
て
も
左
大
将
に
転
任
し
た

い
と
は
思
い
ま
せ
ん
」
と
申
し
上
げ
る
と
、
「
私
も
ど
ち
ら
で
も
構
わ
な
い
が
、

あ
な
た
が
今
日
に
な
れ
ば
言
い
た
い
事
も
あ
る
か
と
思
っ
た
の
で
、
状
況
が
決

ま
り
次
第
、
又
伝
え
よ
う
」
と
言
っ
た
。

　
さ
て
、
実
際
に
資
平
が
参
議
へ
の
昇
進
希
望
を
道
長
に
伝
え
、
奏
聞
す
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

は
ニ
ケ
月
近
く
後
の
十
二
月
十
九
日
。
当
初
は
可
と
も
不
可
と
も
顔
に
出
さ
な

か
っ
た
道
長
が
、
二
十
五
日
に
は
資
平
の
参
議
へ
の
昇
進
も
蔵
人
頭
へ
の
残
留

も
共
に
拒
絶
す
る
姿
勢
を
露
に
す
る
。
も
し
こ
の
時
、
資
平
が
右
近
衛
中
将
の

蔵
人
頭
で
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
左
近
衛
中
将
の
頭
が
参
議
に
な
っ
た
例
は
あ
る

が
、
右
近
衛
中
将
の
頭
が
な
っ
た
先
例
は
無
０
０
な
ど
の
理
屈
が
っ
け
ら
れ
た
で

あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
つ
ま
り
、
長
和
四
年
十
月
の
除
目
に
於
い

て
道
長
が
実
資
に
左
大
将
転
任
の
意
志
を
確
認
し
た
の
は
、
そ
う
し
た
三
条
天

皇
退
位
後
の
人
事
再
編
を
睨
ん
で
の
行
動
な
の
で
あ
る
。
自
身
の
息
頼
通
に
越

え
ら
れ
る
こ
と
を
実
資
に
了
承
さ
せ
る
一
方
で
、
も
し
実
資
が
こ
れ
を
不
服
と

し
右
大
将
か
ら
転
任
さ
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
場
合
で
も
、
養
子
の
前
途
を
断

て
ば
対
抗
勢
力
の
一
翼
を
殺
ぐ
こ
と
が
出
来
る
。
二
十
六
日
条
「
為
吾
左
右
間

又
如
同
、
為
資
平
可
無
便
之
事
也
、
昇
進
事
可
任
天
運
者
也
」
と
は
、
こ
の
よ

う
な
道
長
の
意
図
を
実
資
が
十
分
に
承
知
し
て
い
た
こ
と
か
ら
来
る
文
言
で
あ

ろ
う
。

　
ま
た
、
道
長
の
「
転
左
の
事
如
何
、
道
理
は
然
る
べ
し
、
如
何
」
と
い
う
問

い
か
け
も
、
単
に
実
資
の
意
向
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
は
無
く
、
実
資
率

い
る
小
野
宮
家
へ
の
揺
さ
ぶ
り
で
も
あ
っ
た
。

人
為
的
親
子
関
係
を
基
盤
と
す
る
体
勢
の
脆
弱
な
小
野
宮
糾
に
と
っ
て
実
資

の
左
大
将
へ
の
転
任
は
、
一
家
の
結
束
を
脅
か
す
火
種
と
な
り
得
る
危
険
性
を

は
ら
ん
で
い
た
。
即
ち
、
左
大
将
転
任
の
意
志
の
有
無
の
確
認
は
、
朝
堂
の
人



事
の
相
談
で
あ
る
と
同
時
に
、
実
資
自
身
の
昇
進
を
先
に
す
る
の
か
、
養
子
の

立
身
を
先
に
す
る
の
か
と
い
う
踏
み
絵
と
な
る
。
道
長
か
ら
「
転
左
の
事
如

何
」
と
尋
ね
ら
れ
「
左
右
は
御
心
に
在
る
べ
し
」
と
答
え
て
い
る
の
は
遠
慮
で

は
な
い
。
現
状
で
後
嗣
的
立
場
に
あ
る
資
平
と
の
乖
離
と
、
頼
通
の
左
大
将
任

官
の
い
ず
れ
を
道
長
が
優
先
す
る
の
か
、
判
断
し
か
ね
た
故
の
回
答
で
あ
り
質

問
で
あ
る
。
「
転
任
尤
理
な
れ
ど
も
、
但
し
資
平
は
右
に
還
さ
ん
、
彼
の
為
に

は
便
無
か
ら
ん
か
」
と
い
う
道
長
本
人
の
発
言
で
、
踏
み
絵
と
し
て
の
打
診
で

あ
る
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
た
。
「
其
闘
多
事
」
と
、
会
話
を
続
け
る
う
ち
に

「
気
色
を
見
る
に
権
大
納
言
を
以
て
左
に
任
ず
べ
き
に
似
た
り
」
と
、
頼
通
の

任
官
の
方
が
優
先
順
位
が
上
で
あ
ろ
う
と
実
資
は
推
量
し
た
の
で
、
「
左
右
只

同
じ
、
至
り
て
必
ず
し
も
転
任
を
欲
せ
ず
」
と
申
し
出
る
。
し
か
し
道
長
は

「
下
官
の
為
に
も
只
同
様
の
事
也
、
今
日
申
さ
る
る
所
有
ら
ん
や
、
豊
（
の
案
内

に
随
ひ
、
又
々
相
示
す
べ
し
」
と
心
中
を
明
か
す
こ
と
な
く
、
翌
日
の
除
目
当

日
に
結
論
を
持
ち
越
し
て
い
る
。
こ
れ
が
人
事
に
つ
い
て
の
迷
い
故
で
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
実
資
は
、
自
分
か
左
大
将
に
転
任
さ
せ
ら
れ

る
可
能
性
を
懸
念
し
て
、
二
十
八
日
の
除
目
に
は
出
仕
し
な
い
と
い
う
ス
ト
ラ

イ
キ
的
行
動
に
出
る
の
で
あ
る
。

四

除
目
当
日
の
二
十
八
日
条
を
見
よ
う
。

　
　
　
　
『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

　
　
早
旦
資
平
告
送
云
、
左
府
命
云
、
左
右
間
事
昨
申
大
将
、
答
云
、
被
示
不

　
　
可
転
任
之
由
、
一
定
欺
、
又
有
所
聞
乎
者
、
申
云
、
去
夕
示
不
可
遷
任
之

　
　
趣
者
、
命
云
、
然
者
可
申
達
可
早
参
由
者
、
若
有
転
任
不
可
参
之
由
、
去

　
　
夕
所
含
資
平
、
午
剋
許
参
内
、
詣
左
相
府
宿
廬
、
資
頼
給
官
事
、
以
資
平

　
　
令
申
相
府
、
弾
正
弼
・
民
部
輔
有
可
任
之
人
、
刑
部
少
輔
如
何
、
令
申
不

　
　
所
望
之
由
、
余
引
諸
卿
着
枝
座
、
（
略
）
新
中
納
言
経
房
為
清
書
上
、
召

　
　
彼
卿
給
大
間
・
成
文
等
、
執
筥
退
出
、
卿
相
等
披
見
、
中
納
言
実
成
、
参

　
　
議
親
信
、
左
大
将
権
大
物
一
日
頼
通
、
冷
々
云
、
奏
請
饗
事
之
詞
如
何
、
相

　
　
示
詑
、
抑
可
行
饗
腺
之
事
、
仰
上
卿
之
由
、
含
資
平
了
、
左
大
将
有
儲
、

　
　
彷
大
納
言
公
任
已
下
詣
饗
所
、
余
退
出
、
此
間
雨
不
止
、
従
比
入
夜
降
雨
、

　
　
公
任
卿
云
、
今
日
大
臣
不
被
参
、
須
近
招
大
物
言
達
可
被
議
除
目
、
而
独

　
　
身
任
意
補
任
事
太
不
便
也
、
又
大
間
先
可
被
奏
欺
、
而
只
可
奏
清
書
者
、

　
　
資
頼
被
補
弾
正
少
弼
、
所
悦
思
也
、
（
略
）

　
早
朝
、
資
平
か
ら
伝
言
が
来
た
。
「
左
府
か
ら
『
左
大
将
か
右
大
将
か
と
い

う
話
を
昨
日
大
将
（
実
資
）
に
し
た
と
こ
ろ
、
転
任
す
る
気
は
な
い
と
い
う
返

答
で
あ
っ
た
が
、
本
当
だ
ろ
う
か
。
他
に
何
か
聞
い
て
い
な
い
か
』
と
尋
ね
ら

れ
た
の
で
、
『
昨
晩
は
遷
る
気
は
な
い
と
聞
い
て
お
り
・
ま
す
』
と
申
し
上
げ
た

ら
、
『
で
は
す
ぐ
に
除
目
に
参
内
す
る
よ
う
に
伝
え
な
さ
い
』
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
」
と
い
う
内
容
だ
っ
た
。
も
し
左
大
将
へ
の
転
任
が
あ
る
よ
う
な
ら
、
除
目

に
は
参
加
し
な
い
と
資
平
に
言
い
含
め
て
お
い
た
の
で
、
こ
の
よ
う
な
伝
言
を

三
一



　
　
　
　
　
『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

よ
こ
し
た
の
で
あ
る
。
正
午
頃
に
参
内
し
、
ま
ず
道
長
の
宿
廬
を
訪
ね
た
。
資

頼
の
給
官
の
こ
と
を
、
資
平
を
取
り
次
ぎ
に
し
て
道
長
に
伝
え
さ
せ
る
と
、
弾

正
弼
・
民
部
輔
に
は
他
に
任
じ
な
く
て
は
な
ら
な
い
人
が
い
る
の
で
、
刑
部
少

輔
は
ど
う
か
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
刑
部
少
輔
な
ら
ば
希
望
し
な
い
と
伝
え
さ

せ
、
除
目
に
参
加
。
（
略
）
儀
式
の
終
盤
、
新
中
納
言
経
房
に
清
書
さ
せ
、
大

間
書
・
成
文
等
を
給
い
、
筥
を
執
っ
て
退
出
。
卿
相
ら
が
人
事
異
動
の
結
果
を

記
し
か
文
を
披
い
て
こ
れ
を
見
る
。
中
納
言
に
実
成
、
参
議
に
親
信
、
左
大
将

に
権
大
納
言
頼
通
、
で
あ
る
。
頼
通
か
ら
「
奏
請
饗
事
之
詞
」
は
ど
う
し
た
ら

よ
い
の
か
と
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
教
示
し
て
お
い
た
。
本
来
は
「
饗
緑
之
事
」

を
行
い
、
上
卿
に
仰
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
資
平
に
は
言
い
含
め
た
。
左
大
将

の
儲
か
あ
っ
た
の
で
、
大
納
言
公
任
以
下
が
饗
所
に
向
か
っ
た
が
、
自
分
は
退

出
し
た
。
此
の
間
、
宵
か
ら
降
り
出
し
た
雨
が
止
む
こ
と
は
な
か
っ
た
。
公
任

卿
が
「
今
日
の
仕
座
に
大
臣
が
参
ら
ず
、
自
分
の
周
囲
に
息
子
の
大
納
言
を
招

い
て
人
事
考
課
を
行
い
、
独
断
的
に
任
じ
る
の
は
大
変
け
し
か
ら
ん
事
で
あ
る
。

ま
た
大
聞
書
は
先
に
奏
す
べ
き
も
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
清
書
を
奏
す
べ
き
で
あ

ろ
う
に
」
と
言
っ
て
い
た
。
資
頼
が
弾
正
少
弼
に
任
じ
ら
れ
た
。
悦
ば
し
く
思

　
前
夜
か
ら
意
を
含
め
て
お
い
た
資
平
か
ら
の
伝
言
で
、
自
分
の
左
大
将
転
任

は
な
い
と
い
う
確
信
を
得
た
実
資
は
出
仕
し
、
除
目
に
参
加
す
る
。
し
か
し
、

同
じ
く
養
子
の
資
頼
の
給
官
に
託
つ
け
て
、
資
平
を
道
長
の
元
へ
遣
わ
し
、
用

三
二

心
深
く
状
況
の
推
移
に
探
り
・
を
入
れ
て
い
る
。
除
目
の
内
容
は
、
中
納
言
に
実

成
、
宰
相
に
平
親
信
、
左
大
将
に
頼
通
と
い
う
、
い
ず
れ
も
三
条
天
皇
の
間
で

議
論
が
あ
っ
た
者
が
道
長
の
推
挙
通
り
に
任
じ
ら
れ
る
結
果
で
あ
っ
た
。

　
以
上
が
、
長
和
四
年
十
月
二
十
六
日
か
ら
二
十
八
日
に
至
る
、
左
大
将
転
任

の
打
診
か
ら
結
果
ま
で
の
あ
ら
ま
し
と
背
景
で
あ
る
。
現
代
の
我
々
か
ら
見
れ

ば
史
料
的
価
値
は
乏
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
一
家
の
危
機
的
状
況
を

い
か
に
し
て
回
避
す
る
か
、
そ
の
手
段
と
腐
心
の
様
は
、
記
主
に
と
っ
て
書
か

ず
に
は
お
れ
な
い
事
柄
で
あ
っ
た
と
知
れ
る
の
で
あ
る
。

五

　
当
該
箇
所
の
特
徴
は
、
一
つ
に
会
話
劇
と
し
て
の
面
白
さ
が
あ
ろ
う
。
二
十

七
日
条
の
、
実
資
を
呼
び
出
し
た
は
ず
の
道
長
の
発
言
、
「
左
将
軍
コ
昨
談
可

辞
将
軍
事
、
今
日
被
参
入
欺
」
と
い
う
疑
問
形
の
わ
ざ
と
単
し
た
物
言
い
、

「
可
聞
二
疋
、
転
左
之
事
如
何
、
道
理
可
然
、
如
何
」
と
、
「
如
何
」
を
繰
り
返

し
て
問
い
詰
め
る
口
ぶ
り
が
聞
こ
え
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
実
資
の

返
答
も
「
左
右
可
在
御
心
」
と
、
具
体
的
な
内
容
を
指
す
「
左
右
」
と
、
大
将

職
の
「
左
右
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
巧
み
な
返
答
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
漢
文
の
不
白
由
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
は
無
い
。
む
し
ろ
簡
潔
な
漢

文
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
片
言
隻
語
に
深
慮
遠
謀
が
凝
縮
し
て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ

て
く
る
。
一
言
を
発
す
る
に
も
常
に
神
経
を
張
り
詰
め
ね
ば
な
ら
な
い
貴
族
社



会
の
厳
し
さ
が
肌
に
迫
る
の
で
あ
る
。
「
転
任
尤
理
、
但
資
平
遷
右
、
為
彼
無

便
乎
」
と
は
、
前
日
の
「
余
転
左
者
、
資
平
遷
右
欺
、
為
吾
左
右
間
又
如
同
、

為
資
平
可
無
便
之
事
也
」
と
重
複
す
る
文
言
で
、
表
現
と
し
て
は
稚
拙
で
あ
る

が
、
し
か
し
却
っ
て
実
資
が
当
初
感
じ
た
悪
い
予
感
が
的
中
し
た
こ
と
を
印
象

づ
け
る
点
で
は
秀
逸
な
筆
と
い
え
よ
う
。
「
見
気
色
以
権
大
納
言
似
可
任
左
」

と
踏
ん
だ
実
資
が
「
左
右
只
同
、
至
ム
必
不
欲
転
任
」
と
水
を
向
け
る
と
、
道

長
は
「
為
下
官
只
同
様
事
也
」
と
寂
し
、
「
今
日
有
所
申
欺
、
随
其
案
内
、
又

々
可
相
示
」
と
焦
ら
す
の
で
あ
る
。
表
向
き
は
和
や
か
な
会
談
で
あ
る
が
、
実

際
の
言
葉
の
応
酬
を
丹
念
に
追
っ
た
叙
述
が
、
緊
迫
感
を
秘
め
た
折
衝
の
様
を

描
き
出
す
の
で
あ
る
。

　
い
や
、
事
実
を
た
だ
記
録
す
る
だ
け
で
は
な
い
。
二
十
六
日
条
の
「
秉
燭
後

資
平
来
云
」
よ
り
、
本
日
の
朝
堂
の
動
き
の
報
告
を
聞
い
た
実
資
は
、
件
の

「
相
府
宣
云
、
大
将
事
明
日
云
合
下
官
、
可
左
右
者
」
の
話
題
の
直
後
に
、
接

続
の
辞
を
挾
ま
ず
「
侍
従
中
納
言
云
、
以
権
大
廸
言
頼
通
有
可
任
左
将
軍
之
気

色
」
と
関
連
情
報
を
書
き
付
け
て
い
る
。
既
に
実
資
の
中
で
道
長
の
意
図
が
推

察
で
き
て
い
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
れ
を
伝
え
た
資
平
の
発
言
を

順
番
通
り
に
書
い
た
も
の
と
も
取
れ
る
が
、
実
資
の
左
大
将
転
任
は
、
既
に
述

べ
た
通
り
小
野
宮
家
の
結
束
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
も
の
で
あ
る
。
資
平
も
共

通
の
危
機
感
か
ら
行
成
の
談
を
併
せ
て
伝
え
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に

は
実
資
と
資
平
と
の
一
体
感
が
伺
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
更
に
そ
の
ま
ま

　
　
　
　
　
『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

「
縦
雖
有
被
命
、
可
申
不
可
還
任
之
由
、
更
入
無
左
本
意
」
と
、
白
身
が
取
る

べ
き
行
動
の
決
意
を
述
べ
て
ゆ
く
。
「
余
転
左
者
、
資
平
遷
右
欺
、
為
吾
左
右

間
亦
如
同
、
為
資
平
可
無
便
之
事
也
、
昇
進
事
可
任
天
運
者
也
」
ま
で
が
一
気

に
書
き
連
ね
ら
れ
、
実
資
の
情
報
分
析
能
力
に
基
づ
く
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

記
録
を
越
え
、
現
状
認
識
か
ら
将
来
の
展
望
、
自
身
の
決
意
を
表
す
場
と
し
て

い
る
。

　
コ
剔
慎
重
を
期
し
て
出
仕
を
控
え
て
い
た
二
十
八
日
の
除
目
の
当
日
の
記

述
は
、
や
や
客
観
的
な
視
点
で
展
開
さ
れ
る
。
出
仕
後
の
実
資
は
淡
々
と
職
務

を
遂
行
す
る
の
で
あ
る
が
、
記
事
の
圧
巻
は
儀
式
の
終
盤
、
「
執
筥
退
出
、
卿

相
等
披
見
」
の
箇
所
で
あ
ろ
う
。
「
新
中
納
言
経
房
為
清
書
上
、
召
彼
卿
給
大

問
・
成
文
等
」
の
段
階
で
、
実
資
に
は
頼
通
が
自
分
を
越
え
て
左
大
将
に
任
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
は
触
れ

ず
に
、
他
の
卿
相
の
目
前
に
「
大
間
・
成
文
等
」
が
開
か
れ
た
瞬
間
に
焦
点
を

当
て
て
い
る
。
そ
し
て
「
卿
相
等
」
の
目
を
通
し
て
「
中
納
言
実
成
、
参
議
親

信
、
左
大
将
権
大
納
言
頼
通
」
と
、
三
条
天
皇
の
反
対
が
あ
っ
た
人
物
で
、
道

長
の
推
挙
に
係
る
者
の
名
を
列
挙
す
る
。
道
長
の
悪
事
が
公
衆
の
面
前
に
晒
さ

れ
た
瞬
間
で
あ
る
。
実
資
の
視
点
で
は
な
く
、
他
の
卿
相
の
視
点
に
切
り
替
え

て
映
し
出
し
た
、
読
ま
せ
る
構
図
が
そ
こ
に
あ
る
。
頼
通
の
左
大
将
の
儲
に
出

席
せ
ず
自
分
は
退
出
し
た
こ
と
を
書
き
記
し
た
後
、
「
此
間
雨
不
止
、
従
比
入

夜
降
雨
」
と
続
け
た
の
も
、
そ
の
複
雑
な
心
中
を
投
影
す
る
筆
遣
い
と
い
え
る
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『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

だ
ろ
う
。
ま
た
、
一
見
無
駄
な
よ
う
に
も
見
え
る
前
半
部
の
記
述
「
詣
左
相
府

宿
廬
」
「
余
引
諸
卿
着
枝
座
」
及
び
、
二
十
七
日
条
の
「
枝
座
寂
寞
、
諸
卿
在

左
相
不
直
廬
」
「
左
金
吾
在
相
府
直
廬
」
も
、
「
公
任
卿
云
」
で
、
ま
ず
非
難
の

対
象
と
な
っ
た
「
今
日
大
臣
不
被
参
、
須
近
招
大
納
言
達
可
被
議
除
目
」
と
見

事
な
呼
応
関
係
を
成
し
て
い
る
の
も
巧
妙
で
あ
る
。
加
え
て
、
「
而
独
身
任
意

補
任
事
太
不
便
也
」
以
下
、
今
日
の
除
目
の
進
め
方
や
人
事
の
偏
り
を
非
難
す

る
こ
れ
ら
は
、
公
任
の
言
葉
と
し
て
記
さ
れ
た
だ
け
に
、
逆
に
実
資
の
強
い
怒

り
が
印
象
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

漢
文
日
記
は
、
後
鑑
に
備
え
て
公
事
を
記
録
す
る
こ
と
に
始
ま
る
と
い
う
が
、

一
方
で
記
主
の
生
様
を
表
す
も
の
で
も
あ
仙
。
女
流
仮
名
日
記
の
、
回
想
に
よ

る
人
生
の
俯
瞰
と
は
異
な
り
、
常
に
進
行
す
る
形
態
を
以
て
書
か
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
作
者
の
意
図
し
た
作
品
構
想
を
解
明
す
る
と
い
う
手
法
は
、
漢
文
日

記
に
は
向
か
な
い
し
、
解
読
す
る
楽
し
み
も
乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
翻
っ
て
見
れ
ば
、
日
々
書
き
連
ね
ら
れ
た
日
記
を
読
む
醍
醐
味
は
、

作
者
の
経
験
を
時
系
列
に
沿
っ
て
追
体
験
す
る
点
に
あ
る
と
言
っ
て
ま
い
。
見

方
を
変
え
れ
ば
、
働
き
、
暮
ら
す
中
で
生
ま
れ
出
る
思
い
、
悩
み
、
主
張
の
集

積
が
日
記
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
特
に
こ
の
『
小
右
記
』
の
よ
う
に
、
一
家

の
経
営
録
と
し
て
の
性
格
の
あ
る
日
ぬ
に
於
い
て
は
、
専
横
者
の
あ
る
朝
堂
で
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生
き
残
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
処
を
と
っ
た
の
か
は
、
書
き
残
さ
ね
ば
な
ら

な
い
事
柄
と
な
る
。
実
資
が
現
代
的
意
味
合
い
の
「
読
者
」
を
想
定
し
て
『
小

右
記
』
を
書
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上

の
如
く
丁
寧
に
解
読
す
れ
ば
、
書
く
行
為
が
も
た
ら
す
他
者
の
視
線
の
形
成
と

自
意
識
の
表
出
、
或
い
は
、
文
章
を
書
く
こ
と
が
本
質
的
に
備
え
て
い
る
表
現

た
る
も
の
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
儀
式
や
先
例
の
記
事
は
硬
質
で
風
情
に
欠

け
る
も
の
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
書
か
な
い
で
朝
堂
で
命
懸
け
で
働
く

男
性
貴
族
の
心
情
を
表
現
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
書
か
れ
た
も
の
を

表
現
と
受
け
止
め
、
そ
れ
が
何
故
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
を
考

察
す
る
こ
と
は
、
文
学
研
究
と
呼
ん
で
差
し
支
え
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
日
記
を

記
録
を
目
的
と
し
た
記
録
と
し
て
で
は
な
く
、
記
主
の
主
張
の
集
合
体
と
し
て

読
む
こ
と
は
、
資
料
解
釈
に
有
益
で
あ
り
・
、
歴
史
的
真
実
の
解
明
に
も
役
立
つ

手
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注①
　
山
中
裕
編
『
古
記
録
と
日
記
』
下
巻
所
収
　
▽
几
九
三
年
一
月
二
二
日
発
行
　
思

　
文
閣
出
版

②
　
大
津
透
『
道
長
と
宮
廷
社
会
』
第
二
章
　
一
条
朝
の
名
臣
と
貴
族
社
会
　
２
「
小

　
野
宮
右
大
臣
実
資
」
（
講
談
社
『
日
本
の
歴
史
0
6
』
二
〇
〇
一
年
四
月
十
日
　
第
一

　
刷
発
行
）

③
　
教
通
が
左
大
将
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
寛
仁
元
年
四
月
三
日
。
長
和
四
年
十
月
二
十

　
八
日
に
左
大
将
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
頼
通
で
あ
る
。
頼
通
は
寛
仁
元
年
三
月
二
十
二



　
日
、
辞
左
大
将
。
こ
れ
を
襲
っ
て
教
通
が
左
大
将
と
な
る
。
『
御
堂
関
白
記
』
寛
仁

　
元
年
三
月
二
十
二
日
条
に
よ
れ
ば
、
「
出
従
内
、
摂
政
辞
大
将
献
状
、
無
筥
、
又
無

　
勅
答
使
云
々
、
皇
后
宮
右
大
将
許
以
経
通
朝
臣
可
渡
左
有
仰
、
而
令
申
非
可
渡
由
云

　
々
、
」
（
山
中
裕
編
『
御
堂
関
白
記
全
注
釈
』
高
科
書
店
　
▽
几
八
五
年
十
二
月
三
十

　
日
第
一
刷
発
行
、
▽
几
八
九
年
十
二
月
二
十
日
第
三
刷
発
行
よ
り
）
、
な
お
、
『
小
右

　
記
』
は
長
和
五
年
秋
・
冬
期
と
翌
年
寛
仁
元
年
春
・
夏
期
が
欠
け
、
実
資
の
心
情
を

　
知
る
事
は
出
来
な
い
。

①
　
『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
七
日
条

⑤
　
藤
原
行
成
（
九
七
二
～
一
〇
二
七
）
。
父
は
藤
原
義
孝
、
母
は
源
保
光
女
。
実
資

　
の
甥
・
資
平
（
父
は
実
資
兄
の
懐
平
、
母
は
源
保
光
女
）
と
は
従
兄
弟
に
な
る
。

⑥
　
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
五
年
二
月
八
日
条
に
は
「
補
頭
・
蔵
人
・
殿
上
人
、
経
通

　
朝
臣
頭
兄
弟
相
比
事
無
便
事
也
、
而
件
人
従
青
宮
時
井
本
宮
時
在
其
志
、
而
御
即
位

　
不
補
慮
外
、
今
当
此
時
有
所
申
、
依
難
背
補
之
、
非
可
為
後
例
、
」
と
あ
り
、
職
掌

　
の
類
似
し
た
官
職
に
父
子
兄
弟
を
就
け
た
が
ら
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
職
権
の
独
占
や
、
親
族
が
死
亡
し
た
場
合
の
服
喪
期
間
の
重
複
が
招
く
職
務
の
停
滞

　
を
嫌
っ
た
も
の
か
。
ご
教
授
ご
批
正
を
賜
り
た
い
。

⑦
藤
原
定
家
（
一
ヱ
（
ー
丁
コ
ー
四
二

⑧
　
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
辻
彦
三
郎
『
藤
原
定
家
　
明
月
記
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館

　
昭
和
五
十
二
年
五
月
十
日
発
行
よ
り

⑤
　
『
公
卿
補
任
』
長
和
元
年
正
月
二
十
七
日

⑩
　
土
田
直
鎮
　
中
公
文
庫
『
日
本
の
歴
史
５
　
王
朝
の
貴
族
』
中
央
公
論
社
　
▽
几

　
七
三
年
十
二
月
十
日
初
版
　
注
２
、
大
津
透
『
日
本
の
歴
史
６
　
道
長
と
宮
廷
社

　
会
』

　
　
赤
木
志
津
子
「
摂
関
家
と
小
野
宮
流
」
（
『
平
安
貴
族
の
生
活
と
文
化
』
講
談
社
、

　
昭
和
三
十
九
年
発
行
所
収
）

　
　
河
野
房
男
「
摂
関
家
と
小
野
宮
流
」
（
『
平
安
末
期
政
治
史
研
究
』
昭
和
五
十
四
年

『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

　
六
月
▽
日
発
行
所
収
）

　
　
松
薗
斉
「
藤
原
実
資
」
（
『
古
代
の
人
物
６
　
王
朝
の
変
容
と
武
者
』
清
文
堂
出
版

　
二
〇
〇
五
年
六
月
二
十
日
発
行
所
収
）

　
　
他
、
多
数
。

⑥
　
『
職
事
補
任
』
寛
弘
五
年
正
月
二
十
八
日
、
藤
原
実
成
が
右
中
将
、
蔵
人
頭
か
ら

　
参
議
に
任
じ
ら
れ
た
例
は
あ
る
。

⑩
　
拙
稿
「
藤
原
実
資
と
資
平
の
養
子
関
係
成
立
時
期
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
（
古
代

　
文
化
第
五
十
七
巻
十
一
号
）

⑩
「
具
注
暦
を
用
い
る
の
を
通
常
の
か
た
ち
と
し
て
、
日
々
の
朝
儀
や
公
事
を
中
心

　
に
、
後
の
参
看
に
備
え
て
、
こ
れ
を
客
観
的
に
記
述
す
る
こ
と
が
眼
目
で
あ
っ
た
。
」

　
金
井
利
浩
（
『
日
記
文
学
事
典
』
勉
誠
出
版
　
平
成
十
二
年
二
月
二
十
五
日
初
版
発

　
行
）
な
ど
。

⑩
「
公
の
典
礼
儀
式
に
係
る
詳
細
精
確
な
事
実
記
録
性
の
一
方
で
、
記
主
の
個
人
生

　
活
や
感
懐
の
吐
露
が
含
ま
れ
溶
み
出
て
い
る
の
が
、
た
と
え
ば
私
日
記
の
一
特
徴
で

　
も
あ
っ
た
。
そ
こ
に
漢
文
日
記
を
文
学
と
し
て
読
み
う
る
機
縁
も
存
す
る
」
金
井
利

　
浩
（
同
注
⑩
事
典
）
等
の
、
漢
文
日
記
を
公
的
記
事
と
私
的
記
事
に
分
け
、
後
者
に

　
多
く
文
学
性
を
認
め
る
向
き
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
慎
重
を
期
す
必
要

　
が
あ
る
。
例
え
ば
『
小
右
記
』
は
記
主
の
家
族
の
動
向
か
よ
く
書
か
れ
て
い
る
こ
と

　
で
知
ら
れ
、
家
族
史
研
究
の
史
料
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
「
個
人
生

　
活
」
に
含
め
る
の
は
早
急
で
あ
ろ
う
。
実
資
と
資
平
の
養
子
関
係
の
成
立
時
期
か
ら

　
窺
え
る
の
は
、
小
野
宮
家
の
家
と
し
て
の
基
盤
の
脆
弱
さ
で
あ
る
。
そ
の
多
く
が
養

　
子
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
「
家
族
」
で
あ
っ
た
事
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
個
人

　
生
活
」
で
は
な
く
、
「
家
門
の
運
営
」
と
い
う
べ
き
半
公
的
な
性
格
を
有
す
る
こ
と

　
と
な
る
。
擬
制
的
な
家
族
で
あ
る
が
故
に
「
家
族
」
を
書
き
記
す
必
要
が
生
ま
れ
、

　
実
資
が
家
長
と
し
て
取
っ
た
行
動
が
『
小
右
記
』
に
書
か
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
は

　
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
五



　
　
　
　
『
小
右
記
』
長
和
四
年
十
月
の
実
資
左
大
将
転
任
回
避
の
背
景
と
記
述

※
　
『
小
右
記
』
本
文
は
「
大
日
本
古
記
録
」
に
よ
っ
た
。
旧
字
・
異
体
字
は
原
則
と

　
し
て
通
行
字
体
に
改
め
た
。
な
お
割
注
は
「
　
」
で
あ
ら
わ
し
、
細
字
は
（
　
）
で

　
あ
ら
わ
し
た
。

※
　
本
文
中
の
『
小
右
記
』
の
訓
み
下
し
、
及
び
現
代
語
訳
は
私
に
付
し
た
も
の
で
あ

　
る
。

三
六




